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近 藤 育 雄 

 

学校教育に新聞を活用することについて 

学校教育に新聞を取り入れる試みについては、過去にも授業

の中で単発的に実施されてきた経緯はあるものの、費用等の観

点から恒常的な取り組みには至っていない現状にある。 

そのような中、昨年１１月に県NIE
・ ・ ・

推進協議会から県教育委

員会に、学校図書館への新聞配置の要望がなされた。また次年

度から文部科学省で予算化されるという情報も伝わってきたと

ころである。 

そこで次の４点について、小値賀町としての取り組みを教育

長に伺う。  

 

１.これまでの NIE 活動をどう評価しているかを伺う。 

２.各学校の職員室には新聞が配備されていると思うが、その実

態について伺う。 

３.学校の新聞をこれまでに学校教育に利活用された実績があ

ったかどうか、その実態を伺う。 

４.本件について、小値賀町教育委員会としてどのように取り組

んでいくのか、その考えを伺う。 

※NIE : N ewspaper  In  Education（教育に新聞を） 

教 育 長 

 

岩 坪 義 光 

 

防災計画について 

東日本大震災が発生して一年となるが、未曾有の被害をもた

らし、原発事故とその影響については、なおその終息に向けて

の方向も見えない状況にある。 

 被災地では多くの犠牲者、行方不明者、そして避難住民がい

て、その生活基盤であった地域社会はハード面でもソフト面で

も根本のところから崩壊状態にある。 

 東日本大震災を受けて、地震津波対策を検討していた政府の

中央防災会議専門調査会が最終報告書をまとめた。今回の震災

では、避難の遅れから津波による犠牲者が多数であった。 

このため、報告書では「津波対策は、住民の避難行動が基本」

と位置づけ、国や自治体などが総合的な津波対策の確立を求め

ている。震災で世界を揺るがせた原発事故は、津波による被害

により、非常用発電源も停止し、冷却水が送れなく水素爆発が 

町 長 

 



 起きた。この影響で住民はパニックになり、自主避難をして

各地へと散って行った。 

そこで、津波、原発被害などで各自治体が防災計画の見直し

を検討している中で、町長に伺う。 

（１）小値賀町では、地震、津波は考え難いが、どのような

想定をして対策を考えているか。 

（２）小値賀町は平坦であり、避難場所、避難経路は大丈夫

か。 

（３）津波は最短で５分で到達とあるが、高齢者、子どもた

ちの対策は？ 

（４）原発事故（玄海発電所）の防災対策をどのように考え

るか。 

（５）大規模な災害時の応援に関する協定の内容は？ 

 

 

宮 﨑 良 保 

 

敬老祝い金について 

○ 敬老祝い金一律支払い制度について 

①一律支給方式に替える事にこだわった理由はなぜか？ 

   平成２０年度において敬老祝金支給一律支払い制度から節目

支払い方式に替わったが、それを元の一律支払い支給制度

に戻した理由は何か伺う。 

②昨年６月議会において期限付き一律支払い制度に対し、一年

間のみ一律支払い制度により支払われたが、その内容及び町

民の一律支払いについての感想をどうのように感じたのか伺う。 

③昨年議決された一律支払い制度は、来る3 月 31 日を持って無

効となり、今回の議会に再度上程しないと、長寿祝い金などに

影響がでると懸念されるが、提出しなかった理由を伺う。 

④敬老祝い金一律支給方式を実施するとなった時、未来永劫に

実施は不可能と思うが、町長はどの段階まで実施すると考えて

いるのか伺う。また、仮に一律支給方式を長寿祝い金節目方式

に替えた場合、養寿園の施設の拡充及び高齢者専用住宅団

地等の設置の考えはないか伺う。 

 

町 長 



磯焼け対策（藻場礁）について 

１．本町と西海市大崎漁協の藻場礁の違いを伺う。 

２．本町と西海市大崎漁協の藻場礁の規模と事業費について

伺う。 

３．環境・生態系保全事業の内容について伺う。 

４．大崎漁協のように、離島漁業再生支援事業と環境・生態

系保全事業の二本立てで実施できないか伺う。 

５．藻場礁（磯焼け対策）に今後どのように取り組んで行く

のか伺う。 

 

町 長 浦  英 明 

水イカの産卵床としての、アマモ（スゲモ）再生について 

１．アマモ場の再生方法として、どのようなものがあるか伺

う。 

 ２．アマモ場の再生を、環境・生態系保全事業で実施できな

いか伺う。 

 ３．播種シート法（アマモシート法）で実施できないか伺う。 

 

町 長 

小 辻 隆 治 郎 診療所医師の二人体制について 

（１）現在の診療所医師の診療状況について伺う。 

（２）医師二人体制が必要と考えるが、医師の町への要望は如

何なものか伺う。 

（３）今後の医師確保のための姿勢について伺う。 
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